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体験記一 日本国信州大学の学生の方々との出会い

「あな た た ち 」 と 「私 た ち」 とを理 解 した 時 間

申 善字

  (カトリック大学言語文化学部)

閔 淳 奎 ・青 柳 に し紀 訳

(信州大学人文学部 ・人文科科学研究科)

日本人が独立紀念館に行くんだって?

信州大学人文学部 日本語教育学科沖裕子先生と日本人学生10名 、そして韓国人留学

生の聞淳奎 さんは、3月6日 我 が国を訪 問、私たちを含 めた 日本文化専攻の学生11名

と3泊4日 間の交流の時間を持っ こととなった。 ところが、 日本人学生の旅行 日程を

目に した私たちは驚か ざるを得なかった。3泊4日 の 日程の中には 「独 立紀念館見学」

が含 まれ ていたか らである。

 日本人 にとって決 して誇 らしくない歴史が残 され る揚所に敢 えて行 こうとす る彼女

たちの意気込みに驚いた とともに、懸念も少なか らずあった。それは、 日本人の知る

歴 史 とは反対 に位置す る我が国の 「日本の歴史」が果た して彼女たちに理解できるの

であろ うか、 とい うことである。 この ような気持 ちを持 ちなが らも、私たちは3,月7

日独立紀念館 に向かった。我が国の 日本に対す る厳 しい感情 を示すかの よ うに、あい

に くその 日は強風が吹き荒れ ていた。 しか し、 日本人学生はこの風の中、私たちよ り

も強い熱意 を持って独 立紀念館の展示館 を見学 していた。私たちも負 けじと一生懸命

に説 明 した。た くさんの内容 を伝 え られるだけの歴史的知識や 日本語力を持つに及ば

なかったが、英語や身振 り手振 りを加 え、彼女たちの理解の手助けをしようと努 めた。

 ついに 「日帝侵 略館 」で、日本人が韓 国人に行 った拷問を再現 した ロウ人形を見て、

私たち全員大 きなシ ョックを受 けた。 しまいには、彼女たちの 口か ら 「日本人はあま

りにも残酷だJと い う言葉まで飛び 出た。実際、彼女たちは歴史の教科書で 目本の侵

略について習 ったことがほとんどない と言 った。例 えば、 日本の教科書には 「侵略」

とい う単語 自体が出てこない とい う。独立紀念館 の見学後、 日本人学生は 口々に韓 ・

日の歴 史にっいてもっ と勉強 したい と言った。 日本人 としては触れた くないはずの歴

史を学ぼ うとす る彼女た ちの積極性を見習わな くては と思 った。

 次の 日、信州大学の学生たちがカ トリック大学 を訪れた。誠心研修院 に集ま り、独

立紀念館 見学の感想を述べ る時間があった。彼女たちは独立紀念館 に関す る徹底 した

資料調査 を もとに熱い討論を交わ して くれた。私た ちも自分な りの感想 を素直に話す
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ことができた。長い討論の末、ぐだ した結論は 「二度 と戦争は起 こしてはいけないし、

どの ような理 由であろうと戦争は認め られない」 とい うことだった。

 日本人学生はよ り多 くの 日本人が独立紀念館に訪れてほしい とも付 け加 えた。彼女

たち と短いなが ら充実 した時間を共にして、私たちが小 さい時か ら思ってきた 日本人

に対す るイ メージが薄れてい くのを感 じた。私たち と同 じく戦争を直接体験 していな

い世代であるためか、素直な心で歴史に向かっているようであった。小 さい頃から韓

国の歴史に触れることのなかった彼女たちは、そのためか、われ らの歴史への関心が

熱 く感 じられた。

 ほんの短 い期間ではあったが、純粋 で積極的な彼女たち との出会いはお互いを理解

することができる良い機会だった。 この機会 を通 して、韓国と日本 は政府 レベルの外

交政策だけでな く、民間 レベルの交流の場 ももっ と増や して欲 しい とい う願いを持つ

ようになった。

 最後 にこのよ うな良い機会 を作って くだ さった 日本文化専攻の姜錫祐先生 と信州大

学の沖裕子先生、信州大学に留学 した聞淳奎 さん、そ して信州大学の学生の皆 さんに

深 く感謝 の意を表 したい と思います。

                          申 善字(日 本文化 ・3)

写真盒信州大学の学生たちと独立紀念館前で(前 列左か ら2番 目が筆者)
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매 븐인이 득립기념핀에 ικ교? 

ιn 신슈대확 일븐어교묵과의 오키 교 

띤j 수님과 확생 1명， 그리고 한극인 

금 약임인 민순규씨는 3월 6일 우리내↓툴 

빙문， 나틀 포효헨 일본둔희전공 "0:，1.:생 11명 

과 3박 4일 등안 교류의 시간올 갖게 되었 

디 그런데 여웰 일정올 빌이든 우리들은 

늘라지 않블 수 없었다 그들의 3박 4일 일 

정 를011는 폭릴기념핀 견확’이 포힘돼 있 

었던갓이다. 

자신들의 지힐스럽지 뭇한 역사가 숨쉬 

고 있는 곳에 가겠디는 그들의 굉킥에 늘라 

는 효편. 우려히는 미옴도 적지 않~. 일 

븐인들이 알고 있는 역사와 정브때편에 선， 

우리니라기 바라보는 ‘일은의 역사’툴과연 

그들이 이하|할 수 있올까. 이러한 우려의 

마용올 인고 우리는 3월 7일 독립기념관으 

토 효뱅!다 우리나라가 일븐을 대히는 미용 

처텀 그냥뭔↓ 바립이 미서웠다. 하지만 일 

은 ~냉들은 매서운 비휠딸 탓으면서도 우 

리보다 더 열성을 보이며 득힐기녕관의 한 

핀， 한 핀올 견확해 니것차::.}. 이에 질세타 

J쿠리도 널심히 설명하l 주었다. 비록 많은 

역올 전달히1 줄 수 있을 묘덤 뛰어난 역사 

걱 지식도. 일어 실력도 갖추진 못했지만， 

칠이에 손짓‘ 릴짓까지 써7}며 그들의 이히l 

롤드웠다. 

i신슈대학 학생들과 독립기념관 앞에서(첫째줍 왼쪽에서 두번째가 필자) 

미침내 ’일제침략판에 들어서서 일본인 

률이 힌국인에게 행한 고운융 재현한 것올 

보자 우리 모두는 충격올 님영뻐 급기야 

그들의 입에서는 ‘일은인은 너무 진인하과‘ 

는 말까지 나웠다 실제로 그들은 극사 교 

괴서에서 일제칩흐찌에 대해 배운 것이 거 

의 없다고 했다 예틀 들어， 일본의 교과서 

에는 ‘침략’ 이라는 딘어 자체가 나오지 않 

는다고 힌다. 득됩기념권을 다 롤러본 후， 

그들은입올묘아한·일 간의 역사에 대해 

좀더 공부하고 싶다고 밀했다. 그들로서는 

슬기고 싶올지도 모르는 역사륭 배우려고 

히는 그들의 적극성올 본받。}얘l다는 생각 

이들었다. 

다용날 신슈대학 학생들은 우리학교률 

빙문했다. 그터고 성심연수원에 모여 득립 

기념관올 다여 온 소김올 나누는 시간올 가 

졌다. 그률은 독힘기별핀에 관한 철저한 자 

료 조사톨 토대로 열띤 토론올 렬었다 우 

리둘도 우리 니를대로의 느낌울 솔직료빽하 

제 이。f71했다 오랜 토른 궐에 우리가 얻 

은 결론은 ‘다시는 전쟁이 일어니서는 안 

되며， 어떤 이유르든 용납될 수 없다’는 것 

이었다 

그들은 득립기념권에 보다 많은 일븐인 

들이 찾아오길 비료때고 덧블였다 그들과 

그리 짧치 않은 시간올 힐?세 보내면서， 우 

리까 어렸올 떼튜끽러 들어온 일본인에 대한 

나쁜 이미지가 점점 시려지는 것올 느겼다 

그들도 우리처럼 전쟁을 직접 체험하지 못 

한 세대이기 떼문인지 순수한 마올으로 역 

시툴 다1히는 것 길았다. 어힘 때부터 호님극 

의 역시에 대해 접할 기희가 없었던 그들은 

그돼서인지 을라도 우리의 역시에 대헤 갖 

는관심이 뜨거웠다 

비록 짧은 일정이었지만， 순수하고 적극 

적인 그들과의 묘닝은 서르흘 이해할 수 있 

는 좁은 기회였다. 또한 이번 기회를 몽헤1 

효덕과 일본은 정부치원의 외교 정책뿐민 

아니라， 민간치원의 교류의 장도 넓혀 나아 

갔으면 히는 버합올 가지케 되었다. 마지막 

으로 이렇게 풍은 기회를 마련해 주신 일븐 

운회전공의 깅석우 교수님과 신슈대학의 오 

키 교수념， 유효냉 민순규씨 그리고 신슈대 

학의 학굉둘에게 갚은 감사롤 드린다 

신선자 (일본문화 3) 


